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文化財防火デー

　昭和２４年１月２６日の国宝「奈良法隆寺金堂壁画」が焼損した日を忘れないため、また歴史

的重要な文化財を守るため、毎年１月２６日を『文化財防火デー』とし今回で６５回目を迎えます。

　吉賀町にも貴重な文化財が数多くあり、町民にとって大切な財産です。この大切な財産を後世

に引き継ぐために守っていく必要があります。１月２７日（日）に吉賀町注連川の国指定「旧道

問い合わせ

面家住宅」を、２４日（木）には木部谷「奇鹿神社」を対象に消

防訓練を実施する予定です。

　ご通行中の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますがご協力をお

願いします。

火の用心

リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日時 教室内容 定員

1 月 12 日（土）
ガラスヒュージョン

（ガラスの破片を使用してペンダント・ブローチ・

置物など作成します。）

裂き織り・毛糸織り

（古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンタ―

などを作成します。）

いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房にて用意しています。）

１～７名

1 月 19 日（土）

1 月 26 日（土）

2 月 9 日（土）

2 月 16 日（土）

2 月 23 日（土）

3 月 9 日（土）

3 月 16 日（土）

3 月 23 日（土）

いずれも９～１２時

　１２月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先

小さなお子さんは上履きをご持参ください。

六日市分遣所　☎７７－０１６２　柿木分遣所　　☎７９－２２０１
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島根県消費者センター　消費者被害注意情報

　パソコンでネットを見ている最中、突然アラーム音が鳴った。「このまま放っておくとパソ

コンが利用できなくなる」という警告画面に頭が真っ白になり、表示されていた「サポートセ

ンター」に電話し、遠隔操作でウイルス対策ソフトをダウンロードしてもらった。後で冷静に

考えると、本当に必要なのか分からないし、説明の日本語も不自然だった。解約したい。　

（４０歳代男性）

相談事例 １

偽セキュリティ警告画面に注意！

　今年４月以降、同様の相談が約２０件、県内の

消費生活センターに寄せられています。事例１で

は、海外の業者だったため、越境消費者センター
※の協力を得て英語で解約と返金をメールで申し

出て、無事解約となりました。事例２では、画像

を速やかにアンインストールする一方、消費生活

センターから業者に電話で解約を依頼し、「コン

ビニで支払わなければ自動的にキャンセルにな

る」ことを確認しました。

消費生活センターの対応

消費生活相談窓口：島根県消費者センター　☎０８５２－２２－５１０３ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax: ０８５２－３２－５９１８ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　☎０８５６－２３－３６５７

役場税務住民課　☎０８５６－７７‐１１１３

問い合わせ

突然
出現する

　ネットでニュースを見ていたら、突然「あなたのパソコンが危険な状況です」という表示が

画面いっぱいに現れた。「スキャンをクリックしてください。さもないと 3 分後に画面が壊れ

ます」というメッセージが現れ、クリックするとセキュリティソフトの購入画面になった。購

入ボタンを押し、支払いはコンビニ決済を選択した。今からでも解約できるか。

（４０歳代女性）

相談事例 ２

※海外事業者との消費者トラブルの相談窓口。国民生活セン

ターが運営。

実際の警告画面（国民生活センター資料）

ここに注意！被害防止のポイント

○突然警告画面が表示されても、うのみにせず

慌てて連絡や契約をしない。

○不安に思ったり、トラブルに遭った場合は、

消費生活センター等に相談しましょう。 （４～９月）
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第３次吉賀町行財政改革プラン進捗状況報告

　吉賀町では、「住民参画と協働による質の高い行政サービスの実現」を目指し、第３次吉賀町行財

政改革プラン（平成２７年～３１年）を実施しています。このプランは５つの視点からなる実施項目

で構成され、行政改革推進本部会議（課長以上の職員で構成）と項目別委員会（主に職員で構成）を

中心にすすめられています。以下、平成２９年度の実績の概要について報告します。

記号説明基準

①進捗

②達成度

進捗管理に係る記号の説明

☆　目標達成を目指す年度 計画時（平成２７年度）に目標を達成する年度として定めた年度

★　目標達成後、成果を継続する年度

◎　目標達成計画以上に取り組みが進んだもの目標年度より前倒しで目標を達成したもの

○　計画どおり取り組みが進んだもの予定どおり目標を達成したもの

△　目標達成に向けた取り組み検討を継続中のもの 当該年度の状況が予定していた目標に

　　比較して５割程度のもの

▲　目標達成に向けた取り組み、検討に着手したもの 当該年度の状況が、予定していた目標に

　　比較して３割に満たないもの

―　未着手 当該年度において、未だ取り組みに着手していないもの

実施項目 進捗・達成 H27 H28 H29 H30 H31 H29 年度実績概要

広報公聴委員会

・公聴制度の充実
・出前講座、座談会の充実
・効率的な情報提供方式の検討

進捗管理 ★ ★ ★ ★ ・委員会開催、広報誌発行（毎月）
・まちづくりの声：9 件
・町政座談会 1 回（柿木）目標達成度 △ △ △

文書管理委員会

・文書管理体制の確立
進捗管理 ☆ ・11 月に文書管理システム導入

・委員会 3 回開催
・2 名行政文書管理士となる目標達成度 ○ △ △

行政評価活用委員会

・事務事業評価の実施、公表
・事務事業の仕分け

進捗管理 ☆ ★ ・事務事業（257 事業）の評価実施
・実効性のある評価制度に向け継続協議目標達成度 △ △ △

組織機構・人事管理適正化委員会

・提案制度の活用制度構築
進捗管理 ☆ ・1 課 1 提案等提出呼びかけ実施

・18 件提案、うち採用 10 件目標達成度 △ ▲ ○

・職員研修の充実
進捗管理 ☆

・町単独研修・職場外研修の実施
目標達成度 ○ △ △

・人事評価制度の検討
進捗管理 ☆ ・年間を通じて人事考課に取り組み、期首・期中・期末

面談を実施。全職員対象・考課者及び被考課者研修実施。
・現行考課制度のアンケートを全職員に実施し、検討課
題等の抽出を行った。

目標達成度 △ △ △

・柔軟に対応できる組織機構整備
・職員の適正配置
・定員適正化計画の見直し

進捗管理 ☆ ★ ★ ・「第 3 次定員適正化計画」の見直し及び計画最終目標
について変更なし。・早期退職が生じたため採用者数を
増やしたが、計画最終目標は変更なし。目標達成度 ○ ○ ○

・給与制度の適正化
・常勤、非常勤特別職の給与等の
見直し

進捗管理 ☆ ・通常時間外勤務は時間数前年対比 0.16％減・金額は
前年対比 0.07％減。
・一方防災による時間外勤務は、1.04％増目標達成度 ○ △ ○

電子計算システム運営委員会

・庁内電算システムの効率的な運営
進捗管理 ☆ ・マイナンバー制度が 7 月から情報連携の試行運用を開

始し、11 月から本格運用が開始されたが、予定にそっ
て運用を始めることができた。目標達成度 △ △ ○

財政健全化推進委員会

・財政健全化指針の見直し
・財政指標の改善
・予算編成手法の見直し
・財務書類 4 表の整備、公表

進捗管理 ★ ★ ★ ★ ・実質公債費比率が改善しているが、新規地方債発行額
の増加により、地方債残高が増加している。
・統一的な基準による地方公会計の導入に伴い、予算科
目の見直しを実施し、H30 年度当初予算へ反映させた。目標達成度 △ △ △

ファシリティマネジメント推進委員会

・公有財産の有効活用
・地方公営企業の経営健全化

進捗管理 ☆ ☆ ☆ ★ ★
・平成２８年度決算に基づく財務書類の作成中であり、
完成後には公表をし、現金主義会計では把握できないス
トック情報（資産・負債）や見えにくいコスト情報（減
価償却費等）を含めたフルコストでのフロー情報の把握
をすることに努めた。

目標達成度 ○ ○ ▲

債権共同徴収対策委員会

町税徴収体制の強化
進捗管理 ☆ ・強制執行（差押）4 回執行・債権放棄 0 件：私債権案

件を 1 件完納目標達成度 △ △ △
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男女共同参画　講演会のご案内

　吉賀町では、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）の趣旨を踏まえ、

平成３０年２月に第２次吉賀町男女共同参画計画を策定し、「男性も女性もあらゆる分野で活躍でき

る社会の実現」を基本目標の１つに掲げています。

　男女がそれぞれ個人の能力や創造性を存分に発揮し、経験等を生かして活躍し続けていくことがで

きる社会を実現するために、私たちは今何をすべきなのか。鍋山先生のお話とグループワークを通し

て、男女がともに支えあい安心して暮らしていける地域づくりを考えます。

「家庭・職場・地域で

　　　男女がともに創る未来を考える」

山
口
大
学
副
学
長
／
経
済
学
部
教
授

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長

鍋な
べ
や
ま山

祥し
ょ
う
こ子

さ
ん

平成３１年

１月２６日（土）
とき /ところ

10:00 ～ 11:40
【六日市会場】9:30 開場 六日市基幹集落センター

（吉賀町六日市 648 番地）

13:30 ～ 15:10
【柿木会場】13:00 開場 吉賀町ふれあい会館

（吉賀町柿木村柿木 500 番地 1）

【講師プロフィール】

津田塾大学学芸部卒業。中央大学大学院文学研究科修士課程

で社会学を専攻し、博士後期課程を単位取得満期退学。2001

年から山口大学経済学部にて「地域福祉社会学」「ジェンダー

論」を担当。2012 年 12 月から山口大学副学長補佐として、

男女共同参画推進室（現在のダイバーシティ推進室）室長と

なる。

　山口県労働者福祉協議会政策研究委員会委員（2002 年 4

月～）、山口市男女共同参画推進会議委員長（2014年12月～）、

山口県労働審議会委員（2015 年 6 月～）を務める。

主催　吉賀町／男女共同参画サポーター

共催　吉賀町教育委員会

申し込み
平成３１年１月２１日（月）までに

吉賀町税務住民課（☎０８５６-７７-１１１３）

までお申し込みください。

[ 法務省委託事業 ]
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事業所名 職種・仕事内容
採用
人数

ヨシワ工業（株）初見工場 機械保全工（機械系・電気系） 1

（医）石州会　六日市病院

診療放射線技師 1

診療放射線技師（Ｈ 31.4 採用） 1

介護福祉士 5

理学療法士 1

言語聴覚士（Ｈ 31.4 採用） 1

看護師 若干名

看護師（Ｈ 31.4 採用） 5

看護補助者 2

臨床心理士 1

事務（医療・介護管理職経験者） 1

准看護師 若干名

事務系職員 1

田原資材（株） 大型トラック乗務員 2

（有）正木運送 大型自動車運転手 2

（株）ロディック
フォークリフト作業員 3

鋳造製品仕上げ・検査 10

（有）六日市石油 スタンド作業スタッフ 1

（株）もくれん 園芸作業全般・出荷作業 １

六日市商事（有）
給排水工事・販売・配達 1

給排水・電気工事作業員 1

六日市交通（有） 運転士 1

（医）石州会　介護療養型
老人保健施設　六日市苑

社会福祉士 1

介護支援専門員 1

アイ・コーポレーション（株） 産廃処理場事務 1

片山建設（株）

総務部職員（給与・社会保障事
務、電話受付等）

1

土木施工管理一式 1

吉賀町社会福祉協議会
ソーシャルワーカー 1

管理栄養士 1

（有）村上建設 一般土木・施工管理普通作業員 1

（株）エポックかきのきむら 生椎茸等菌床製造管理作業員 2

（株）ツチヨシ産業 技能職（中子） 2

事業所名 職種・仕事内容
採用
人数

小田農園 施設園芸作業員 2

六日市医療サービス（株）
売店・レジ勤務 1

喫茶従業員 1

吉賀町役場 放課後児童クラブ支援員 2

（株）ロディック 鋳造製品仕上げ・検査 5

（一社）吉賀町農業公社
農産加工品製造（六日市加工所）若干名

物販販売等 1

（特非）地域活動センター

よしかの里
職業指導員・生活支援員 1

六日市交通（有） 運転士 1

（株）ＭＡＣ 裁断関係業務 1

（有）活鮮 惣菜部での加工 2

養護老人ホーム　銀杏寮
清掃員 1

調理員 2

（株）郷里　キッチン雅 ホールスタッフ 1

（株）第五合同 清掃 1

吉賀町社会福祉協議会 ホームヘルパー 3

（社）六日市保育所 保育士 若干名

共栄会 スクールバスの運転手 1

ヨシワ工業（株）

六日市工場
鋳物工（溶解、造型、仕上） 6

ヨシワ工業（株）

初見工場
鋳物工（溶解、造型、仕上） 3

（株）丸久

サンマート六日市店

伝票整理、売上計算事務 2

惣菜の商品製造、陳列 2

青果の商品加工、陳列 2

販売（夜間レジ） 2

西日本クリーンサービス（株）
むいかいち温泉ゆらら館内

清掃作業
1

あかまつ工業 スポット溶接、プレス加工 2

丸井仮設工業（株）六日市工場 軽作業員 2

アイ・コーポレーション（株）販売店員（ローソン六日市ＩＣ店） 5

企業警備保障石見支社 交通誘導警備 5

（株）もくれん 園芸作業員 2

柿の里 調理補助・配達配膳・皿洗い 1

求人情報コーナー

以下の、求人情報に関する詳細は、吉賀町無料職業紹介所（役場企画課内）へ、お問い合わせください。

平成 30 年 11 月 30 日現在

●正社員募集 ●パート募集

※広報誌発行日に、すでに募集が修了している場合もあります。

吉賀町無料職業相談所（役場企画課内）毎週木曜開設

☎７７-１４３７　ホームページ http://www.town.yoshika.lg.jp

問い合わせ

お知らせ
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緑の募金公募事業からのお知らせ

お知らせ

対象事業 事業内容 交付限度額

①森林整備事業

・公益的機能の維持・増進を図るための森林づくりを
　目的とした森林整備
・森林・林業作業の体験・研修等を目的とした森林整備
・児童・生徒の活動の場づくりを目的とした学校林・
　体験学習の森の整備　など

50 万円以内

植栽面積・植栽本数・参加人数等

が大規模の場合は別途協議

②環境緑化事業

・地域の環境保全等を目的とした憩いの場、
　潤いの場等の緑化
・心豊かな人間形成を図るための校内や
　学校周辺等の環境美化

50 万円以内（同上）

※学校内などの緑化、森林環境学

習等に資する事業は 30 万円以内

③緑化普及事業
・地域の緑化意識の普及・啓発を、目的とした
　イベント等の開催

事業費の 1/2 以内

（上限 50 万円以内）

④国際緑化協力事業
・海外で森林整備事業・環境緑化事業を実施する
　団体等の支援

事業費の 1/2 以内

（上限 50 万円以内）

　「緑の募金公募事業」は、皆様からの「緑の募金」を活用して、森林の整備、緑化の推進普及及び

森林の整備又は、緑化の推進に係る国際協力を行う方々の支援を行います。

区　分 対　象　者

①　森林整備事業

②　環境緑化事業

③　緑化普及事業

地域住民団体（婦人会、老人会を含む）、法人、自治会（公民館を含む）

学校（ＰＴＡを含む）、森林ボランティア団体等

④　国際緑化協力事業 任意団体（県内）、学校等

実施期間：平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

申請締切：平成３１年１月３１日

吉賀町産業課☎７９-２２１３　公益社団法人島根県緑化推進員会☎０８５２-２１-８０４９

問い合わせ

前吉賀町長　中谷勝さんに秋の叙勲の栄

　初代吉賀町長として３期１２年にわたり在職された中谷勝さんに、旭日双光章が授与されることに

なり、１１月９日に岩本町長から勲記と勲章が伝達されました。

　中谷さんは、昭和４６年から２８年間、六日市町役場職員として活躍され、平成１１年から６年間、

教育長を務められました。平成１７年１０月に吉賀町長に当選し、以来連続して３期１２年にわたり

在職し、地方自治の進展に貢献されました。

　中谷さんは、町長に就任後、住民に身近な行政を推進し、全国的にもトップレベルの子育て支援制

度の確立、ケーブルテレビの整備等に尽力され、その功績が叙勲の栄誉として認められたものです。

元六日市町議会議員　故　山根正さんに叙位の栄

　５期２０年間、六日市町議会議員に在職され、去る８月１７日にご逝去された山根正さん（享年

９１歳・抜月）に、叙位従六位が授与されることになり、１１月２１日に妻の山根清子さんへ岩本町

長から位記が伝達されました。

　山根正さんは、昭和４９年１２月に六日市町議会議員に初当選し、以来連続して５期を六日市町議

会議員として務められました。その間、議長として約３年間、副議長として約４年間、議会の円滑な

運営に尽力されました。また、児童福祉の向上、地域医療の充実、農村地域の振興に尽力をされました。

　このたび、長年にわたる議会議員活動の功績が、叙位の栄誉として認められました。



広報よしか　2019 年 1 月号　№ 159　　10

子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

ア
メ
リ
カ
で
は
障
が
い
者
（d

i
s
a
b
l
e
d
 

p
e
o
p
l
e

）
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
障
が

い
を
持
つ
人
、
障
が
い
と
共
に
生
き
る

人
（p

e
o
p
l
e
 
w
i
t
h
 
d
i
s
a
b
i
l
i
t
i
e
s

）
と

い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
子
ど
も
の
場
合

は
、
障
が
い
児
（d

i
s
a
b
l
e
d
 
c
h
i
l
d
r
e
n

）

と
は
言
わ
ず
、
特
別
な
ニ
ー
ズ
（
必

要
）
の
あ
る
子
ど
も
（c

h
i
l
d
r
e
n
 
w
i
t
h
 

s
p
e
c
i
a
l
 
n
e
e
d
s

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般

的
で
、
あ
く
ま
で
も
「
人
」
に
焦
点
を
当
て
、

私
た
ち
に
は
人
間
と
し
て
同
じ
権
利
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
「
弱
い
立
場
に
あ
る
人
」
の
事
を
、

"
w
e
a
k
 
p
e
o
p
l
e

（
弱
者
）"

と
呼
ぶ
と
、

ア
メ
リ
カ
人
は
間
違
い
な
く
差
別
で
あ
る

と
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

「
弱
者
」
の
代
わ
り
に
英
語
で
は
、
「
バ

ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
人
た
ち
（p

e
o
p
l
e
 
w
h
o
 

a
r
e
 
v
u
l
n
e
r
a
b
l
e

）
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
ま
す
。
日
本
語
に
は
な
い
表
現
で
、「
弱

者
」
と
も
意
味
が
違
い
ま
す
。
バ
ル
ネ
ラ

ブ
ル
は
、
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
誰
も

楽
し
い
子
育
て

よ
し
か
の
里
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
＆
ぴ
よ

ぴ
よ
コ
ラ
ボ
記
事

（1）

に
か
か
っ
た
」
と
い
う
時
に
使
い
、
辞
書

で
は
「
攻
撃
さ
れ
や
す
い
」
「
す
き
だ
ら

け
で
あ
る
」
「
感
じ
や
す
い
」
「
傷
つ
き
や

す
い
」
「
非
難
さ
れ
や
す
い
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
と
い
う
言
葉
を
使
え

ば
、
「
障
が
い
者
」
や
「
弱
者
」
と
そ
う

で
な
い
人
た
ち
を
、
区
別
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
健
康
だ

と
し
て
も
、
病
気
や
事
故
で
い
つ
障
が
い

を
も
つ
か
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人
は

い
つ
か
死
ぬ
の
で
、
突
然
ポ
ッ
ク
リ
死
ぬ

こ
と
が
な
い
限
り
死
期
が
近
づ
け
ば
誰
も

が
人
生
で
最
も
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
状
態
に

な
る
・
・
・
確
実
に
誰
か
の
支
え
や
助
け

が
必
要
に
な
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　

「
自
分
の
生
ま
れ
た
町
で
、
自
分
の
好

き
な
こ
の
町
で
、
ず
っ
と
ず
っ
と
暮
ら
し

た
い
」
と
い
う
誰
も
が
持
っ
て
い
る
思
い

は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
し
か
の
里
は
、

一
人
ひ
と
り
が
手
を
取
り
合
い
、
一
人
ひ

と
り
が
支
え
あ
っ
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い

の
場
所
と
し
て
機
能
し
な
が
ら
、
思
い
の

実
現
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

が
経
験
す
る
、「
年

を
と
っ
て
体
が

弱
っ
た
」
「
言
葉

の
話
せ
な
い
国
で

暮
ら
し
た
」
「
暗

い
夜
道
を
一
人
で

歩
い
た
」
「
風
邪

母
乳
育
児

　

生
れ
落
ち
た
瞬
間
か
ら
全
て
が
未
知
の

経
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
脳

は
、
全
て
の
体
験
か
ら
学
ぼ
う
と
待
ち
構

え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
対
応
が
適
切
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

脳
の
発
達
が
促
進
さ
れ
、
健
康
に
育
っ
て

い
く
こ
と
が
最
近
の
脳
科
学
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
『
今
や
っ

て
い
る
子
育
て
が
子
ど
も
の
一
生
涯
を
左

右
す
る
』
と
、
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
子
育

て
が
重
荷
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
確
か

で
す
。

　

こ
の
子
育
て
の
重
要
性
を
受
け
止
め
実

行
し
、
な
お
か
つ
子
育
て
の
重
圧
か
ら
開

放
さ
れ
る
た
だ
一
つ
の
方
法
は
、
『
子
ど

も
と
い
る
と
楽
し
い
』
と
、
思
え
る
状
況

を
作
り
出
す
以
外
に
は
無
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は

『
子
ど
も
と
い
る
と
楽
し
い
』
を
作
り
出

す
た
め
の
お
話
に
つ
い
て
筆
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
筆
者
の
母
乳
育
児
の
ス
タ
ー
ト

は
、
思
い
出
す
の
も
悲
し
い
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
お
腹
が
減
っ
た
息
子
が
ぎ
ゃ
ん

ぎ
ゃ
ん
泣
く
中
、
ミ
ル
ク
を
足
し
な
が
ら

オ
ロ
オ
ロ
と
不
安
に
授
乳
し
、
赤
ち
ゃ
ん

の
お
腹
を
満
た
す
だ
け
で
も
、
こ
ん
な
に

大
変
な
の
か
と
途
方
に
く
れ
て
い
ま
し

た
。

　

夜
中
に
ミ
ル
ク
を
作
る
体
力
が
限
界
に

来
た
頃
、
お
っ
ぱ
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

く
だ
さ
る
助
産
師
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
「
と
に
か
く
吸
わ
せ
な
さ
い
」

と
、
助
産
師
さ
ん
の
言
葉
。
「
悩
む
な
ら

吸
わ
せ
る
し
か
な
い
」と
い
う
背
水
の
陣
。

定
期
的
に
助
産
所
に
通
う
日
々
が
続
き
助

産
師
さ
ん
に
た
く
さ
ん
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
母
乳
育
児
に
は
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
っ
ぱ
い
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
来
て
い
る
た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の
存
在
で
す
。
「
悩
ん
で
い
る

の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
」と
い
う
安
堵
感
。

お
友
達
も
で
き
て
母
乳
育
児
サ
ー
ク
ル
を

作
っ
て
励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

完
全
母
乳
育
児
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
二
人
の
子
ど
も
を
母
乳
で
育
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
筆
者
の
楽

し
い
育
児
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

筆
者
は
、
母
乳
育
児
が
全
て
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
援
助
し
て
く

だ
さ
る
方
に
頼
る
こ
と
や
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
仲
間
と
励
ま
し
あ
う
こ
と
が
、
楽
し

い
育
児
の
入
り
口
な
の
で
は
な
い
か
と
お

伝
え
し
た
い
の
で
す
。
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

　

『
子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、『
お

知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』
は
、
ぴ
よ
ぴ
よ
に
お

知
ら
せ
い
た
だ
い
た
行
事
、
取
り
組
み
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
相
談
や
質
問

も
含
め
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
（
吉
賀
町
役
場
保
健
福
祉
課
内
）

✉k
o
s
o
d
a
t
e
@
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p
 

☎
７
７-

１
１
６
５ 

　
　
　
　
　
　
　
　

<

担
当
者>

 

原
田

ぴ
よ
ぴ
よ
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム

『屋台屋さんごっこ～わくわく始まる
よ』（朝倉保育所）

『消防自動車の前でパチリ』
（木部谷保育所）

『年長児交流会』（全保育所）

『大豆の収穫～ 2 月の味噌作りで使う
よ』（双葉保育所）

『新しいブランコで遊んだよ』
（蔵木放課後児童クラブ）

『防火のつどい～集中した顔顔顔』
（かきのき保育所）

『屋台屋さんごっこ～おもちゃすくい
は大盛況』（七光保育所）

『神楽のお姫様とマグブロックの猫耳
帽子』（七光保育所放課後児童クラブ）

『防災のつどいをはじめます！』
（柿木分遣所 +女性消防団）

『放課後の外遊び』
（六日市保育所放課後児童クラブ）

『今シーズン初こたつ！』
（六日市放課後児童クラブ）

『イキイキ体育教室』
（六日市保育所）



広報よしか　2019 年 1 月号　№ 159　　12

グラントワ



13　　広報よしか　2019 年 1 月号　№ 159

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

吉
賀
町
の
秋
は
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
し
た
。
吉
賀
高
校
で
活
動
す

る
地
域
ク
ラ
ブ
も
様
々
な
形
で
地
域
に
出

か
け
て
行
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
制
服
姿

や
、
紺
色
の
エ
プ
ロ
ン
で
活
躍
す
る
姿
を

町
民
の
皆
様
も
目
に
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

「
き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
」
六
日

市
会
場
で
は
、
こ
の
夏
に
伊
勢
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
フ
ェ
ア
に

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
障
が
い
者
福
祉

施
設
「
よ
し
か
の
里
」
さ
ん
と
共
同
で
開

発
し
た
「
な
か
吉よ

し

プ
リ
ン
」
を
販
売
し
ま

し
た
。
前
日
か
ら
よ
し
か
の
里
の
利
用
者

の
方
と
一
緒
に
作
り
上
げ
た
百
個
限
定
の

プ
リ
ン
も
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
七
日
市
地
区
の
「
七
力
祭
り
」

と
「
き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
」
柿
木

会
場
で
は
恒
例
と
な
っ
た
「
吉
高
ラ
イ
ス

バ
ー
ガ
ー
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
販
売
前
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人

気
ぶ
り
で
、
用
意
し
た
百
個
の
ラ
イ
ス

バ
ー
ガ
ー
も
、
１
時
間
あ
ま
り
で
完
売
す

地
域
で
活
躍
！
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
内
外
の
皆
様

に
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
地

域
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
朝
倉
小
学
校
の
「
ワ
イ

ワ
イ
祭
り
」
に
は
出
身
生
徒
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
手
伝
い
を
し
た
り
、
六
日
市
中
学

校
の
文
化
祭
で
は
、
中
学
生
の
職
場
体
験

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
や
質
問
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
先

輩
ら
し
い
活
動
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
形
で
、
地
域
の
中
で
活
躍

す
る
高
校
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
サ
ク
ラ
マ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会
」
で
は
、
「
な

か
吉
プ
リ
ン
」
を
交
え
た
地
域
ク
ラ
ブ
の

活
動
報
告
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
お

吉賀高校支援

公
設
塾
だ
よ
り

　

２
回
目
の
来
町
の
一
番
の
思
い
出
は
、

赤
松
副
町
長
（
当
時
総
務
課
長
）
の
お
宅

に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

赤
松
さ
ん
に
吉
賀
町
に
対
す
る
ア
ツ
い
思

い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

会
う
人
会
う
人
が
、
吉
賀
町
の
こ
と
を
大

事
に
思
っ
て
い
て
、
本
当
に
素
敵
な
町
だ

な
あ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の
方
達

と
一
緒
に
働
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た

２
回
目
の
来
町

と
き
の
様
子
を
書
き
ま
し
た
。
今
月
は
２

回
目
の
来
町
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

吉
賀
町
か
ら
戻
り
、
東
京
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
き
、
教
育
委
員
会
の
新
原

さ
ん
か
ら
、
「
休
学
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
来
町
（
前
号
参
照
）
の
時
に
、

吉
賀
町
に
公
設
塾
を
開
設
す
る
予
定
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
、
「
そ
こ

に
開
設
の
段
階
か
ら
関
わ
ら
な
い
か
」
と

い
う
お
誘
い
で
し
た
。

　

「
公
設
」
と
は
、
吉
賀
町
が
塾
を
設
置

す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
吉
賀

町
・
吉
賀
高
校
・
塾
の
三
者
が
連
携
を
取

り
な
が
ら
塾
の
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う

形
を
取
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
、
一
番
の
魅
力
に
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
民
間
の
塾
で
は
、
塾
講
師
が

学
校
の
先
生
と
生
徒
の
進
路
に
つ
い
て
、

相
談
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
塾
講
師
は
、
生
徒
を
通

じ
て
、
一
方
的
な
情
報
だ
け
を
得
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
塾
講
師
を
し
て
い
る
時
に
、
塾
の
運

「公
設
塾
の
講
師
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
っ
て
み
な
い
？
」

営
上
、
課
題
に
感
じ
て
い
た
部
分
で
し
た

し
か
し
、
吉
賀
町
が
開
設
し
よ
う
と
し
て

い
る
公
設
塾
の
基
本
方
針
の
中
に
、
「
塾

と
高
校
で
連
携
を
と
る
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
個
別
の
対
応
す
る
こ
と
で
、
本
当

に
生
徒
に
必
要
な
学
習
は
何
か
を
見
極
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

休
学
に
勇
気
は
い
り
ま
し
た
が
、
「
失

う

も

の

は

何

も

な

い
！
」
と

思

い
、

２
０
１
８
年
４
月
、
『
千
と
千
尋
の
神
隠

し
』
よ
ろ
し
く
「
こ
こ
で
働
か
せ
て
く
だ

さ
い
！
」
と
伝
え
よ
う
と
２
回
目
の
来
町

を
決
め
ま
し
た
。

時
間
が
あ
り

ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

なか吉
よし

プリン

　

前
号
で
は
私

が
初
来
町
し
た

　

次
号
は
い
よ
い
よ

塾
の
開
設
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
い
ま

す
（
つ
づ
く
）
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移住・定住支援

移住定住支援コーナー

○大阪相談会に参加しました！

　１２月２日（日）に大阪で移住相談会が行われました。

　会場には１２６組１５６名が来場。吉賀町ブースには５組７名の方にお越しいただき、情報収集

や移住に関する相談を行いました。

問い合わせ先

吉賀町企画課　☎０８５６-７７-１４３７

　今回の相談会では比較的移住意思

が強い方が多く、相談の時間も長

かったように感じます。

今年度は残すところ東京相談会と広

島フェアの２会場となっています。

　新しい土地での生活に期待や不安

を感じながら移住を考えている方に

寄り添い、地元の方とのご縁が繋が

るようしっかり準備をして参加した

いと思います。

移住イベント情報

　仕事や住まいなど、暮らしに関わる相談をしたい方からちょっと島根が気になる方まで、どなた

でも参加できますのでぜひご家族、お知り合いにお知らせください。

しまね Uターン Iターンフェア in 広島

日時：１月２７日（日）

　　　１０：００～１６：００　

場所：基町クレド 11 階

　　　ＮＴＴクレドホール

　　　（広島市中区基町 6-78）

しまね Uターン Iターン相談会 in 東京

日時：１月１３日（日）

　　　１１：００～１６：００　

場所：東京交通会館 3階

　　　グリーンルーム

　　　（千代田区有楽町 2丁目 10-1）
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保健福祉だより

食育コーナー　食育ネットワーク会議を開催しました

　１１月９日、吉賀町食育推進計画に基づき、食育ネットワーク会議を開催しました。この会議は

食育基本法に基づき、食育及び食の安全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために設置さ

れています。計画が策定された平成２３年度より毎年開催しています。

　吉賀町食育ネットワーク会議ではその目的を達成するために食育の推進に関する施策の実施、食

育推進にかかる情報の収集及び啓発に関すること、食育の推進に関する必要事項について審議する

こととしています。毎年１回以上開催し、食育推進計画の進捗状況について確認し、次年度の活動

に反映させています。食育ネットワーク会議の委員は、保育所関係代表、学校関係代表、地産地消

活動組織代表、地域代表、行政代表など８人以内で町長より委嘱されています。

　また、食育ネットワーク会議の下部組織として作業部会を設置しております。「地域部会」「保育

所部会」「学校部会」「地産地消部会」の４部会を設置し、１０月にはそれぞれの部会においての成

果や課題について部会を開催し検討しました。

　吉賀町では各部会において統一目標を持って取り組んでいます。保育所部会でのみそ汁を作れる

ようになろうという目標について、吉賀町すべての保育所においてみそ汁作りに取り組んでいます。

年々取り組みも進化し、ごはんとみそ汁だけではなく、お弁当作りに取り組む保育所もあります。

その保育所部会での取り組みが学校部会での夏休みの朝ごはんコンテストにつながり、中学生の弁

当作りにつながっています。それらの取り組みが継続されているところが吉賀町のすばらしいとこ

ろだと思います。また、地域での食の活動も公民館、食生活改善推進協議会、社会福祉協議会が中

心となり、盛んに行われています。

　委員さんからは「確実に食のネットワークがひろがっている」「行政に栄養士が配置されたこと

で益々地域での食に関する活動が期待される」「食育をキーワードに町づくり、地域づくりを盛り

上げる活動につながると思う」などの意見が出されました。

保育所部会

各部会の取り組み目標は次のとおりです。今後もこの目標目指してがんばります。

テーマ 「ごはんとみそ汁が作れる子どもを育てよう」

　　　自分で自分のことができる子ども。 家庭へ子どもからの発信をする。

小さいときから食事に興味を持ち、 自分で料理を作ることのできる大人を目指す。

学校部会

学校と家庭が連携をとりながら食育をすすめていく

地域部会

「コラボレーション」

　　各団体 ・機関 ・地域などいろいろなところと繋がり取り組みを拡げていこう。

地産地消部会

食の大切さを町民に PR する。
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吉賀町立図書館
 [ １月のみたい号巡回 ]
柿木小学校　　２２日　蔵木小学校　　２３日
七日市小学校　１５日　朝倉小学校　　１６日　
六日市小学校　１７日　町内デイサービス１８日
このほか中学校、保育所にも巡回しています。
日程は都合により変更されることがあります。
[図書館の休館日 ]
・毎月曜日と祝日は休館です。
・年末・年始の休館日
　１２月２８日～１月５日まで休館します。
・１月３０日は図書整理のため休館です。
 [ 図書返却について ]
柿木、七日市、朝倉、蔵木地区の方は公民館に
返却箱やポストがありますのでご利用下さい。

今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

お
正
月
の
お
祝
い
行
事
が
目
白
押
し
の
月
。

新
た
な
夢
と
希
望
を
胸
に
一
年
の
健
康
と
幸
せ

を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

　

初
夢
。
元
旦
の
夜
か
ら
二
日
に
か
け
て
見
る

夢
。
縁
起
の
良
い
初
夢
を
見
る
に
は
「
長な

が

き
夜よ

の
と
を
眠ね

む

り
の
皆み

な

目め

ざ覚
め
波な

み

乗の

り
船ふ

ね

の
音お

と

の
良よ

き
か
な
」
と
い
う
回
文
（
逆
さ
に
読
ん
で
も
同

じ
文
に
な
る
）
の
歌
を
書
い
た
宝
船
の
絵
を
枕

の
下
に
入
れ
て
寝
る
と
よ
い
と
い
う
風
習
も
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

き
つ
ね
の
が
っ
こ
う　
　
　

い
も
と
よ
う
こ

こ
れ
だ
れ
の
？　
　
　
　
　

み
や
こ
し
あ
き
こ

ま
た
お
こ
ら
れ
て
ん　
　
　

小
西
貴
士

お
よ
げ
な
い
さ
か
な　
　
　

せ
な
け
い
こ

お
ま
ま
ご
と　
　
　
　
　
　

す
な
や
ま
え
み
こ

こ
ど
も
た
ち
へ　
　
　
　
　

水
谷　

修

折
れ
な
い
心
の
作
り
方　
　

斎
藤　

孝

ボ
ケ
を
防
ぐ　
　
　
　
　
　

須
田
佑
一

気
ま
ぐ
れ
ソ
ー
イ
ン
グ　
　

岩
村
桂
子

言
葉
の
ご
ち
そ
う　
　
　
　

市
堀
艶
子

い
の
ち　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

吉
田
松
陰　

上
下　
　
　
　

童
門
冬
二

日
銀
券　
　

上
下　
　
　
　

幸
田
真
音

黒
の
狩
人　
　

上
下　
　
　

大
沢
在
昌

＊
県
立
図
書
館
の
本
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し
た
。

 

図
書
室
で
す
て
き
な
本
と
出
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　《図書館利用状況１１月》
●貸出総数　３，６２２冊
●貸出人数　　 ４６７人
●来館者数　　 ６４８人
《ベスト・リーダー！１１月》　
　　書　　　名　　　　　著　　者　　　
「誰も教えてくれない田舎暮らしの教科書」
　　　　　　　　　　　清泉　亮　　著
「このゴミは収集できません」
　　　　　　　　　　　滝沢　秀一　著
「官　邸　襲　撃」　　　高嶋　哲夫　著
「居酒屋ぼったくり　１０」
　　　　　　　　　　　秋川　滝美　著
「　食　道　楽　」　　　村井　弦斎　著

【
テ
ー
マ
展
示
】

　

11
月
は
、
島
根
県
立
図
書
館
が
選
定
し

て
い
る
お
す
す
め
の
子
ど
も
の
本
を
展
示

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
並
ん
だ
児
童
図
書

を
手
に
し
て
も
、
ど
れ
を
選
べ
ば
よ
い
の

か
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
か
わ
い
い
絵
や
イ
ラ
ス
ト
に
惹
か
れ

て
選
ぶ
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
島
根
県

立
図
書
館
の
お
す
す
め
の
子
ど
も
の
本

は
、
図
書
館
職
員
な
ど
多
く
の
専
門
家
の

目
に
と
ま
っ
た
作
品
が
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
幼
児
か
ら
小
学
生
の
高
学
年
ま
で
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
休
み
の
時
期

に
こ
う
し
た
作
品
を
読
ん
で
、
心
を
温
か

く
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
作
品
は
、

図
書
館
所
蔵
の
本
で
す
か
ら
い
つ
で
も
貸

出
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
本
を
並
べ
ま
し
た
。
１
月
の
テ
ー
マ
展

示
は
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い

だ
て
ん
」
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
関
連

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
の
本
を
並
べ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

[ お知らせ ]

　町内の小・中・高等学校で読書感想文を募集して

います。３月には、審査結果をお知らせします。

[図書寄贈の御礼 ]

宗正　美海　様（注連川）

田村　三津枝　様（立戸）

ありがとう

　　ございました。
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六
日
市
に
あ
る
吉
賀
町
立
図
書
館
を
ご

利
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
の

施
設
は
、
平
成
元
年
に
開
館
し
た
施
設
で

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。
一
般
図
書
や
児
童
図
書
な
ど
総
数
で

約
７
万
冊
の
蔵
書
を
は
じ
め
、
ご
寄
附
ご

寄
贈
に
よ
る
澄
川
文
庫(

澄
川
喜
一
様
ご

寄
附)

、
に
し
し
ん
文
庫(

西
中
国
信
用

金
庫
様
ご
寄
附)

、
古
永
文
庫(

町
内
出

身
者
の
古
永
様
ご
寄
贈)

、
ご
う
ぎ
ん
文

庫(

山
陰
合
同
銀
行
様
ご
寄
贈)

な
ど
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
新
聞
、
雑
誌
、

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
や
町
内
の
小

中
学
校
や
保
育
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
巡
回
す
る
「
み
た
い
号
」
も
配
備

し
て
あ
り
ま
す
。

　

11
月
初
旬
、
こ
の
図
書
館
を
短
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
訪
問
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
、
館
内
で
、
六
日
市
小
学
校

４
年
生
の
皆
さ
ん
が
作
成
さ
れ
た
物
語
の

展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
国
語
・

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

物
語
を
書
こ
う
！
」
と
い
う
表
示
の
前
に

は
、
20
名
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
図
書
館
の
職

員
の
方
に
お
聞
き
す
る
と
、
児
童
の
皆
さ

ん
が
国
語
の
授
業
で
、
主
人
公
の
性
格
と

変
容
、
出
来
事
と
情
景
を
自
ら
決
め
て
、

人
物
名
や
植
物
の
名
前
に
も
こ
だ
わ
っ
て

作
ら
れ
た
作
品
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
「
や
れ
ば
で
き
る
良
介
」
、
「
消
え
た

ボ
ー
ル
」
、
「
太
丸
の
点
数
」
、
「
変
わ
る
ゆ

う
た
」
な
ど
本
当
に
興
味
深
い
作
品
ば
か

り
で
し
た
。
小
学
生
小
説
家
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
「
児
童
作
品
」
に
感
動
、
感
銘
し

ま
し
た
。
時
間
の
関
係
で
全
て
の
作
品
に

目
を
通
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が

と
て
も
残
念
で
し
た
。

　

図
書
館
は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
出
来

ま
す
。
病
気
な
ど
の
た
め
に
ご
来
館
が
困

難
な
場
合
に
は
、
読
み
た
い
本
を
郵
送
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の
こ

と
、
仕
事
な
ど
で
調
べ
た
い
こ
と
、
読
み

た
い
資
料
等
を
お
探
し
の
場
合
に
は
、
遠

慮
な
く
職
員
に
ご
相
談
頂
き
た
い
と
思
い

Vol.11

岩本一巳

児
童
作
品
に
感
動

ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
、

身
近
な
図
書

館
と
し
て
ご

利
用
頂
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

展示の様子

健康コーナー 　このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。

　今回は『ノロウイルスによる食中毒』についてご紹介します。

　風邪やインフルエンザと同じく、主に冬に流行する病気で注意が必要なのが、ノロウイルスによる感染性

胃腸炎です。子どもや、高齢者は重症化しやすいため注意が必要です。また、ノロウイルスにはワクチンが

なく、治療は対症療法に限られるため、予防対策をしっかりと行うことが大切になります！

ノロウイルスによる感染・食中毒を防ごう！

ノロウイルスに感染すると・・・
　下痢、嘔吐、腹痛などが主な症状で、37 ～ 38℃の発熱を伴うこともあります。潜伏期間は 24 ～ 48

時間で、発症後およそ 2 － 3 日で軽快します。（回復後も 1 週間位は便からウイルスが排出されます）

予防方法
○カキなどの二枚貝は内部までしっかり加熱！

　中心温度 85 度以上で 1 分間以上加熱しましょう。

○調理器具や調理台はいつも清潔に！

　0.02％の台所用漂白剤（次亜塩素酸）を使って消毒を

　すると効果的です。消毒用アルコールはノロウイルス

　には効果がありません。

○「手洗い」をしっかりと行う！

　調理前後、食事前、トイレ後、外出から帰った時は必ず

　石鹸と流水でよく手を洗いましょう。

塩素消毒液の作り方
家庭用塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム濃度 5%）を原液とした場合

○嘔吐物や便の消毒には：濃度 0.1%

　500ml のペットボトルにキャップ 2 杯分（10ml）の漂白剤を入れ、いっぱいになるまで水を加える

○調理器具や床などの消毒には：濃度 0.02%

　2 リットルのペットボトルにキャップ 2 杯分（10ml）の漂白剤を入れ、いっぱいになるまで水を加える

汚れの残りやすいところを丁寧に！

親指周り

しわ

指の間

指先
爪の間
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できごと・話題

お
茶
の
実
拾
い
と

テ
ィ
ー
オ
イ
ル
づ
く
り
体
験
開
催

　

秋
も
深
ま
る
11
月
17
日
（
土
）
、
白
谷

の
茶
園
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
上
原

美
奈
子
氏
を
講
師
に
吉
賀
町
有
機
茶
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
主
催
「
お
茶
の
実
拾

い
と
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
づ
く
り
体
験
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
暖
か
な
陽
に
恵
ま
れ
、
お

子
さ
ん
連
れ
も
多
く
23
名
の
方
に
た
く
さ

ん
の
実
を
収
穫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

摘
ん
だ
実
（
事
前
に
収
穫
し
乾
燥
さ
せ

た
も
の
）
は
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
て
殻
を

割
り
、
中
の
実
を
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

れ
の
作
業
を
分
担
し
、
２
時
間
後
に
は
、

き
れ
い
な
向
日
葵
色
の
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
を

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ー
オ
イ
ル
に
は
、
体
の
酸
化
を
防

ぐ
働
き
や
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

少
さ
せ
る
働
き
の
あ
る
オ
レ
イ
ン
酸
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

体
験
会
後
半
で
は
完
成
し
た
テ
ィ
ー
オ

イ
ル
を
パ
ン
に
付
け
た
り
、
炒
め
物
に
使

用
し
参
加
者
で
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

に
か
け
て
細
か
く
し

て
、
搾
油
機
に
か
け

オ
イ
ル
を
絞
り
出
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
交
代
で
そ
れ
ぞ

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
茶
の
香
り
が
す

る
」
、
「
香
ば
し
い
ナ
ッ
ツ
の
味
が
す
る
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
上
原
さ
ん
か
ら
は
、
テ
ィ
ー
オ

イ
ル
を
使
っ
た
石
鹸
や
ク
リ
ー
ム
の
作
り

方
も
教
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
会
で
は
一
ヶ
月
間
テ
ィ
ー

オ
イ
ル
を
塗
続
け
た
講
師
上
原
さ
ん
の
左

手
の
甲
と
、
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
な

い
右
手
の
甲
を
比
べ
、
そ
の
美
白
効
果
に

そ
の
日
一
番
の
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

茶
の
花
が
落
ち
て
一
年
後
に
茶
の
実
が

つ
き
ま
す
。
整
枝
し
て
い
な
い
状
態
の
茶

の
樹
か
ら
た
く
さ
ん
採
れ
る
貴
重
な
オ
イ

ル
で
す
。
茶
の
実
の
効
能
を
実
感
し
て
し

テ
ニ
ス　

次
世
代
エ
ー
ス

　

11
月
23
日
（
祝
）
吉
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
片
上
龍
之
介
く
ん

（
５
歳
、
年
中
）
が
１
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の

試
合
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。
大
き
な

コ
ー
ト
を
一
人
で
守
り
、
サ
ー
ブ
は
プ
ロ

の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ム
で
打
ち
、
初
め
て
の

試
合
を
経
験
し
ま
し
た
。
２
試
合
と
も
負

け
ま
し
た
が
、
保
育
園
児
が
試
合
を
す
る

こ
と
だ
け
で
も
凄
い
こ
と
で
す
。
先
輩
の

岩
本
晋
之
介
く
ん
（
中
３
）
も
５
歳
で
初

め
て
大
会
に
出
場
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
の
で
、
龍
之
介
く
ん
も
将
来
が
期
待

さ
れ
ま
す
。　

ま
た
、
小
学
１
年
生
の
女

の
子
２
名
も
同
じ
日
に
試
合
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
ボ
ニ
ー
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は

一
緒
に
楽
し
く
練
習
し
、
県
大
会
、
中
国

大
会
、
全
国
大
会
を
目
指
し
て
頑
張
る
子

供
達
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

夜
、
練
習
し

て
い
ま
す
の
で

吉
賀
町
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

島
根
自
然
保
護

　
　

貢
献
団
体
表
彰
式
に
つ
い
て

　

11
月
３
日(

土)

、
出
雲
市
朱
鷺
会
館

に
お
い
て
、
島
根
自
然
保
護
貢
献
団
体
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
表
彰
式

は
、
島
根
の
自
然
保
護
や
環
境
保
全
に
繋

が
る
活
動
を
長
年
続
け
て
き
た
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
吉
賀
町
か
ら
「
有
飯
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
」が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
有

飯
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
日
頃
か
ら
コ
ウ

ヤ
マ
キ
自
生
林
の
保
全
や
普
及
啓
発
に
関

す
る
活
動
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
30
年
に
も
及
ぶ
地
道
な
活

動
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
、
会
長
で
あ
る
実
吉
好
子
さ
ん
は

「
活
動
が
認
め
ら
れ
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
会
の
皆
と
協
力
し
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ウ

ヤ
マ
キ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
今
後

も
四
季
折
々
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
う
と
、
晩
秋
の

茶
の
樹
に
つ
い
つ

い
目
が
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
ね
。



19　　広報よしか　2019 年 1 月号　№ 159

できごと・話題

全
国
若
手
も
の
づ
く
り

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
よ
し
か
開
催

　

吉
賀
町
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
全
国
若
手

も
の
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
in
よ
し
か
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
全
国
若
手
も
の
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
一
橋
大
学
名

誉
教
授
の
関せ

き

満み
つ
ひ
ろ博

氏
が
監
修
す
る
全
国
の

若
手
経
営
者
塾
や
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
、
も
の
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
、
人
材

育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
毎
年
全
国

北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
と
、
日
本
全

国
か
ら
お
よ
そ
１
４
０
人
の
経
営
者
や
行

政
職
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
先

立
っ
て
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
関 

満

博
氏
に
よ
る
、
産
業
振
興
に
関
す
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
農
林
水

各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
よ

し
か
立
志
塾
の

塾
生
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員

会
が
主
催
者
と

な
り
、
吉
賀
町

で
の
開
催
で
、

産
業
と
地
域
活
性
化
」
と
題
し
、
若
手
経

営
者
と
の
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
吉
賀
町
の
農
業
者
、

河か
わ
ぐ
ち口

貴た
か
や哉

さ
ん
は
、
「
何
よ
り
も
自
分
が

幸
せ
に
な
る
た
め
に
農
業
を
や
っ
て
い

る
」
と
話
し
、
地
域
の
農
業
の
可
能
性
に

つ
い
て
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
、
お
茶
や
し

い
た
け
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
吉
賀
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
行
委
員
長
で

も
あ
る
「
よ
し
か
立
志
塾
」
の
田た

ば
ら原

央
ひ
さ
し

さ

ん
は
「
近
隣
の
市
町
村
の
協
力
の
も
と
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
今
後
の
地
域
の
活
性
化
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
20
回
米
・
食
味
分
析

　
　
　
　
　
　

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞
・
金
賞
受
賞
！

　

11
月
26
日
、
27
日
に
岐
阜
県
高
山
市
に

お
い
て
第
20
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
：
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
全
国
及
び
海
外
か
ら

約
５
，
７
０
０
点
の
米
が
出
品
さ
れ
、
一

れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
、
吉
賀
町
選
抜

と
し
て
出
品
し
た
10
点
の
中
か
ら
、
国
際

総
合
部
門
で
潮

う
し
お

竜り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
が
特
別
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
都
道
府
県
代
表

お
米
選
手
権
で
は
金か

ね
か
わ川

冨ふ

じ

お

士
雄
さ
ん
が
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
吉
賀
町
の
生
産
者

で
国
際
総
合
部
門
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
の
は
４
大
会
ぶ
り
で
、
金
川
さ
ん
は

２
年
連
続
の
金
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
最
終
審
査
に
残
っ
た
米
を
同

じ
条
件
で
炊
き
、
米
食
味
鑑
定
士
な
ど
30

人
の
審
査
員
が
食
べ
て
「
お
い
し
い
」
と

思
っ
た
も
の
を
１
点
選
び
ま
す
。
合
計
得

次

審

査
、

二

次

審

査
を

経

て
、
国
際
総
合

部
門
な
ど
に
約

１
２
０
点
が
最

終
選
考
で
選
ば

点
の
多
か
っ
た
も
の
が
金
賞
に
選
出
さ
れ

る
仕
組
み
で
す
。
吉
賀
町
で
は
、
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
第

16
大
会
よ
り
吉
賀
町
選
抜
と
し
て
大
会
へ

の
出
品
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
で
受
賞
す
る
こ
と
は

吉
賀
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
農
家
の
自
信
に

も
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
農
家
の
方
の

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国際総合部門特別優秀賞受賞
潮竜太郎さん （右）

都道府県選抜代表お米選手権
金賞受賞　金川冨士雄さん （右）
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
寄
稿
》

　

も
う
す
ぐ
お
正
月

沖
永　

愛
子

　

長
寿
国
一
番
に
は
手
が
届
か
な
い
が
、
長

寿
県
に
は
成
れ
た
様
で
す
。
そ
し
て
長
寿
町

の
部
落
に
居
座
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
長
寿

女
に
登
り
つ
め
た
私
、
敬
老
会
に
迄
お
招
き

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

朝
日
差
し
込
む
縁
側
に
座
り
、
来
し
方
を

振
り
返
る
。
戦
時
を
無
茶
歩
き
し
た
割
に

は
、
人
生
長
持
ち
が
し
て
い
ま
す
、
し
か
し

機
械
と
同
様
に
乱
暴
に
使
っ
た
物
程
、
容
姿

容
態
も
汚
く
成
り
、
ガ
タ
が
多
く
、
あ
ち
こ

ち
、
ひ
ん
曲
り
ま
し
た
。
一
寸
の
事
で
傾
き

始
め
る
と
奮
張
り
が
き
か
ず
思
い
っ
き
り

ぶ
っ
倒
れ
ま
す
。こ
れ
が
機
械
だ
っ
た
ら
「
エ

エ
イ
ッ
、
使
い
物
に
な
ら
ん
っ
」
と
、
ポ
イ

捨
て
に
遇
う
所
で
す
が
、
私
は
人
に
生
ま
れ

た
お
陰
で
捨
て
ら
れ
る
こ
と
無
く
周
囲
の
愛

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
此
の
様
に
ボ
ロ
ボ

ロ
の
身
体
は
、
一
寸
触
っ
た
だ
け
で
も
壊
れ

そ
う
で
容
赦
な
こ
と
で
し
ょ
う
、
介
護
に
携

わ
る
方
々
の
御
苦
労
が
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ

ん
。

　

あ
り
が
と
う
の
心
で
一
ぱ
い
で
す
。
そ
し

て
私
は
、
こ
の
地
球
に
人
と
し
て
生
ま
れ
、

そ
し
て
多
く
の
人
と
の
楽
し
い
思
い
出
は
、

み
ん
な
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
大
切
な
宝
に
成

り
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
、
私
は
、
も
一
つ
長
寿

の
歳
を
上
乗
せ
に
、
新
し
い
年
へ
と
向
い
ま

す
。

できごと・話題

　

今
季
、
島
根
県
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
１
部

リ
ー
グ
に
所
属
す
る
紫
逅
倶
楽
部
が
１
年

間
の
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
抜
き
、
５
勝
３
分

２
敗
で
リ
ー
グ
３
位
、
昨
年
か
ら
順
位
を

上
げ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
戦
で
は
地
域
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
様
の
心
強
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
最

後
ま
で
走
り
抜
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
ア

ウ
ェ
イ
戦
の
松
江
、
出
雲
ま
で
も
駆
け
つ

け
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
来
季
も
引

き
続
き
県
１
部
リ
ー
グ
で
戦
い
ま
す
。
地

元
の
方
が
誇
れ
る
チ
ー
ム
、
活
動
を
目
指

し
て
全
力
で
戦
い
ま
す
。
来
季
も
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
根
県
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

　

紫し
こ
う逅

倶く

ら

ぶ

楽
部
１
部
リ
ー
グ
結
果来季こそは島根県リーグ１部優勝を目指します

　

「
山や

ま河
の
恵
に
感
謝
、
山や

ま河
の
暮
ら
し

に
感
謝
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
第
14
回

き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

六
日
市
会
場
が
11
月
４
日
（
日
）
、
柿

木
会
場
が
11
月
18
日
（
日
）
と
別
日
開
催

で
行
い
ま
し
た
。
秋
の
一
日
を
各
会
場
で

楽
し
ん
だ
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

神
楽
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
披
露

さ
れ
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
六
日
市
会

場
で
は
消
防
分
遣
所
主
催
の
大
縄
飛
び
大

第
14
回　

き
ん
祭
み
ん
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
文
化
祭

会
が
開
催
れ
て
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

テ
ン
ト
村
で
は
、
出
店
者
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
産
品
等
が
販
売
さ
れ
、
行
列
の
で

き
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
屋
内
の
会
場
で

は
、
絵
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
展
示
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
行
わ
れ
た
抽
選
会
は
地
元
産

品
や
萩
石
見
空
港
の
東
京
便
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
豪
華
景
品
に
来
場
者
は
一
喜
一
憂
し
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
餅
ま
き
に
よ
っ
て
祭
り
の
最
後

を
飾
り
ま
し
た
。



　

《
短
歌
》

中
庭
の
白
い
さ
ざ
ん
か
清
純
で

　
　

見
上
げ
る
度
に
心
和
み
て　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

　

《
俳
句
》

コ
ス
モ
ス
や
色
と
り
ど
り
の
人
模
様　
　

村
上　

毅

秋
曇
り
バ
ス
停
に
落
つ
小
鳥
の
巣　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

秋
茜
暮
れ
る
な
明
日
の
身
は
知
れ
ず　
　

三
浦　

一
美

狛
犬
の
大
き
な
顔
や
散
る
紅
葉　
　
　
　

河
野　

由
希

小
春
日
や
ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら
九
九
唱
え　

村
田　

綾
美

小
六
月
読
め
ぬ
漢
字
を
飛
ば
し
読
み　
　

茅
原　

久
子

神
還
る
神
木
銀
杏
黄
葉
中　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

綿
虫
の
よ
く
飛
ぶ
日
な
り
憂
き
日
な
り　

青
木　

道
子

積
草
の
コ
オ
ロ
ギ
温
く
小
農
終
わ
る　
　

中
田　

隆
基

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
11
月
届
出
）

　
　

齋
藤　

正
春　
　

さ
ん　

73
歳　
　

蓼
野

　
　

竹
内　

剛　
　
　

さ
ん　

79
歳　
　

七
日
市

　
　

岡
﨑　
　

和　
　

さ
ん　

86
歳　
　

木
部
谷

　
　

益
野　

マ
ツ
ノ　

さ
ん　

90
歳　
　

注
連
川

　
　

藤
本　

英
子　
　

さ
ん　

83
歳　
　

六
日
市

　
　

竹
内　

福
男　
　

さ
ん　

89
歳　
　

立
戸

　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

そ
の
昔
友
と
遊
ん
だ
高
津
浜　
　
　
　
　
　

山
田
ス
エ
ノ

年
末
は
子
供
や
孫
と
年
を
こ
す　
　
　
　
　

堀　

米
喜

カ
レ
ン
ダ
ー
暮
に
近
づ
き
や
せ
細
り　
　
　

村
上　

毅

さ
あ
読
む
ぞ
二
千
冊
目
の
異
邦
人　
　
　
　

中
田　

隆
基

噛
ん
で
も
噛
ん
で
も
総
入
れ
歯　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

難
問
を
一
口
噛
ん
で
大
失
敗　
　
　
　
　
　

大
庭　

寛

よ
く
噛
む
と
多
く
の
情
報
脳
に
来
る　
　
　

岩
上　

武
史

年
寄
り
と
言
い
訳
せ
ず
に
よ
く
噛
ん
で　
　

田
村　

民
子

前
歯
抜
き
噛
む
こ
と
大
事
相
変
わ
る　
　
　

増
田
牟
奈
子

好
物
を
目
の
前
に
し
て
噛
み
切
れ
ず　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

木
の
葉
舞
う
一
人
見
な
が
ら
柿
を
噛
む　
　

斉
藤　

絹
子

お
し
ゃ
べ
り
は
お
里
な
ま
り
で
噛
み
ま
せ
ん　

大
場
博　

明

よ
く
噛
ん
で
健
康
志
向
総
入
れ
歯　
　
　
　

石
村　

菊
夫

気
を
も
ん
で
ジ
ャ
ン
バ
ー
着
る
と
チ
ャ
ッ
ク
か
み　

安
永　

藤
子

自
分
の
歯
噛
ん
で
食
べ
る
と
ボ
ケ
防
止　
　

大
庭　

和
子

種
な
し
と
噛
ん
だ
ブ
ド
ウ
に
種
が
有
り　
　

水
上　

健
二

良
い
よ
な
ぁ
噛
む
歯
が
あ
っ
て
お
前
に
は　

澤　

三
智
代

よ
く
噛
ん
だ
幼
い
頃
の
風
船
ガ
ム　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

鯉
フ
ァ
ン
は
来
年
こ
そ
は
と
臍
を
噛
む　
　

折
口　

篤
志

ガ
ム
噛
ん
で
出
し
た
つ
も
り
が
胃
の
中
へ　

山
吹　

薫

ガ
ム
噛
ん
で
入
れ
歯
が
取
れ
た
よ
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い

て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が

 

原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合

 

が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
11
月
届
出
）

　
　

中
田　

悠
誠
（
ゆ
う
せ
い
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

昌
吾
・
菜
摘
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　
　

村
上　

律
（
り
つ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

雅
也
・
詩
織
さ
ん
の
子　
　

大
野
原

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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日 月 火 水 木 金 土
まちかどメッセージ募集中！ 1 2 3 4 5

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の
四季折々の風景を番組が放送されていな
い時間帯にデータ放送とともにお送りし
ています。
　みなさんのお住まいの地域で放送して
ほしい景色・風景などありましたらぜひ
サンネットにちはらまでお寄せくださ
い。

6：00
●津和野町長・議
　長 年頭挨拶 
6：30 
●吉賀町長・議長 
　年頭挨拶

6：00
●吉賀町長・議長 
　年頭挨拶 
6：30 
●津和野町長・議
　長 年頭挨拶 

6：00
●激辛 ! ! 地方創 
　生委員会ＮL 

6：00
●第１１回  全国
　相撲甚句大会 
【part1】 
   6：00～  12：00～   
18：00～ 
【part２】 
   9：00～  15：00～   
21：00～

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

6 7 8 9 10 11 12
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

津和野町議会12
月定例会 
【初日午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会12
月定例会 
【初日午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会12
月定例会 
【２日目午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

津和野町議会12
月定例会 
【２日目午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6：00
●NHKエンター
　プライズ制作
　番組

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

13 14 15 16 17 18 19
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本 

吉賀町議会12月
定例会 
【初日午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会12月
定例会 
【初日午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会12月
定例会 
【２日目午前】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

吉賀町議会12月
定例会 
【２日目午後】 
放送時間 
 10：00～ 
 15：00～ 
 20：00～

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね１月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

20 21 22 23 24 25 26
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

8：00 
津和野町議会12月定
例会【初日午前】 
12：00 
●まめネットで安
　心、在宅医療 
12：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第9話

8：00 
津和野町議会12月定
例会【初日午後】 
12：00 
●グラントワチャ 
　ンネル  1月号 
12：30 
●さんべ発サヒメ
ル　navi  12月号

8：00 
津和野町議会12月定
例会【2日目午前】 
12：00 
●島根大学広報番　
　組「しまだいへ行
　こう！」第9回 
12：30 
●うらうらとゆく
　第39回

8：00 
津和野町議会12月定
例会【2日目午後】 
12：00
●伝承～ホーランエ
　ンヤ 継ぎゆくもの
　たち～  第3回 
12：30 
●ますますおいしい

6：00
●NHKエンター
　プライズ制作
　番組

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

27 28 29 30 31 セキュリティ対策のお願い

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 

●空から見た日本

8：00 
吉賀町議会12月定
例会【初日午前】 
12：00 
●人形劇団 おいっ
　ちに 大田公演 

8：00 
吉賀町議会12月定
例会【初日午後】 
12：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  1月号 
12：30 
●出雲のほそ道 
 　1月号

8：00 
吉賀町議会12月定
例会【２日目午前】 
12：00 
●LOOKING FOR 
　アクアス  1月号 
12：30 
●釣り天国！石見
　 1月号

8：00 
吉賀町議会12月定
例会【２日目午後】 
12：00 
●教えて！よこや
　さん 第9回 
12：30 
●石正美術館展覧
　会のご案内

近年、インターネットを介したコン
ピューターウイルスによる個人情報の
漏えいや金銭的被害が全国的に増えて
います。
　お使いのPC、スマートフォンなど
のOSやウイルス対策ソフトウェアを
最新の状態にしてお使いいただき、セ
キュリティ対策をしてください。

再

再 再

再

再

番組のお知らせ ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

再

再 再

再

再

再

字

字

字

字

字

字

字

再

字

特

2019

サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
　 …ニュースサンネットは隔時間字幕表示放送　※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

111 字

津和野町・吉賀町 年頭挨拶
　  
6：00～ 津和野町         　下森 博之  町長 
              　津和野町議会　 沖田　 守  議長 
6：30～ 吉賀町 　              岩本 一巳  町長 
 　　　   吉賀町議会          安永 友行  議長

  
6：00～ 吉賀町 　              岩本 一巳  町長 
 　　　   吉賀町議会          安永 友行  議長
6：30～ 津和野町         　下森 博之  町長 
              　津和野町議会　 沖田　 守  議長 

【初回放送】１月  1日 【再放送】１月  ２日


